
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年１０月２１日              NO,５８３ 

 

 大利根酒造 左大臣 

 高平の大利根酒造は、明治３ 

３年（１９００）に長野県から 

きた阿部平太郎氏によって「白 

泉の誉」という名称で酒造業が 

はじめられました。 

 このころ高平には池田家（「前蔵」とよばれていた）も酒

造りをおこなってていましたが、昭和１１年（１９３６）に

廃業しました。（左大臣は「後蔵」とよばれていた） 

 利根郡酒造組合が開いた「利酒会」「品評会」で、「白泉の

誉」が一等に入選したことが明治時代の上毛新聞で紹介され

るなど、甘みを含む口あたりの良さは古くから好評を得て、

今も地方の小さな酒蔵として多くの人に親しまれています。 

おのちゅうこう 文学碑 

 望郷の詩人とよばれたおのちゅう

こうは、明治４１年（１９０８）高

平に生まれました。 

昭和１７年（１９４２）には、童

話「氏神さま」が、文部省推薦図書

となりました。 

椎坂峠の頂上近くに「おのちゅう

こう文学碑」があり、故郷を思う詩

が彫られています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
自
民
党
総
裁
選
３
選
後
の
安
倍
首
相
は
、
１４
日
の
自
衛
隊
最
大
行
事
の
一
つ
で
あ
る

観
閲
式
で
、
「
政
治
家
の
責
任
」
と
ま
で
言
っ
て
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
改
憲
の
執
念
を
示
し

た
の
に
つ
づ
き
、
１５
日
に
は
臨
時
閣
議
を
開
い
て
来
年
１０
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
改
め
て
表
明
す
る

な
ど
、
暴
走
が
い
っ
そ
う
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。 

 

自
衛
隊
の
観
閲
式
で
９
条
改
憲
を
表
明
し
た
安
倍
首
相
の
訓
示
は
、
閣
僚
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
も
実

力
部
隊
組
織
で
あ
る
自
衛
隊
の
政
治
的
中
立
原
則
を
踏
み
に
じ
る
言
語
道
断
の
発
言
で
す
。 

 

憲
法
に
自
衛
隊
を
明
記
す
れ
ば
、
戦
力
不
保
持
、
交
戦
権
否
認
の
９
条
２
項
が
空
文
化
・
死
文
化
し
、

自
衛
隊
の
無
制
限
の
武
力
行
使
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
首
相
の
企
て
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

消
費
税
の
増
税
は
、
国
民
の
消
費
や
景
気
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
安

倍
首
相
で
さ
え
２
回
に
わ
た
っ
て
延
期
し
ま
し
た
が
、
消
費
税
を
増
税
す
る
こ
と
は
、

さ
ら
に
重
い
負
担
を
国
民
に
押
し
つ
け
る
だ
け
で
、
絶
対
に
中
止
す
る
べ
き
で
す
。 

 大東議員は、一般質問で教室や体育館へクーラーを設置し、暑さ対策を

急ぎ子どもたちの安全を守るよう求めました。 

 教育長は、「今年おこなった普通教室の温度調査で、すべての学校で国が

示す基準を超え、クーラーの設置が有効手段であると考えている。費用      

         やランニングコストを含めた整備について検討をすす

めたい」と答えました。 

           夏の西日本豪雨災害で体育館が避難所となったこと

を示し、大東議員は沼田市でも体育館が避難所に指定

されていることから体育館へのクーラー設置を求め、

教育長は「必要に思う」と答えました。 

 上原町ふれあい作品展が１３日と１４日、上原町区民

館で開かれ、絵画、書、木工、手芸、写真、盆栽、切り

絵、トールペイントなど町民の力作が展示されました。 

 上原町ふれあい作品展 

には、ぬまた東保育園園 

児の作品２８点、沼田特 

別支援学校生徒の作品４ 

０点も展示され、出品者 

は１５６人で、２１４点 

の作品が展示されました。 

 群馬県商工団体連合会と沼田民主商工会は１７日、地

域経済の振興や「小規模企業振興基本条例」の制定など

について、市に要請し懇談しました。 

 地域経済を振興させる理念を位置づける「小規模企業

振興基本条例」の制定につい

て、市は引き続き検討したい

と答えました。 

             消費税の増税について、市

は国の動向を見守ると答え

るにとどまりました。 

 ９月定例市議会に提出された、「地方財政の充実・強化を求める請願」は

総務文教常任委員会に付託し、全会一致で採択され、９月２７日の最終日

に委員長報告がおこなわれ、本会議でも全会一致で可決され、つづいて委

員長から意見書案が提案され、全会一致で可決されました。 

 意見書では、社会保障、災害対策、地域交通対策な 

ど増大する地方自治体の地方の一般財源総額の確保や 

社会保障予算の確保、地方交付税のあり方を検討する 

こと、社会保障の充実、地方財政の安定させることな 

どを求め、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣などに 

意見書を提出しました。 


